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　長年にわたってALS（筋萎縮性側索硬化症）の研究に取り組んできた和

泉先生。和泉先生を含む徳島大学の研究チームは、ビタミンB12の大量投

与がALSの進行抑制を示すことを医師主導治験で確認しました。その研究

成果に基づいて2024年9月、エーザイ株式会社が「ロゼバラミン®」として製

造販売の承認をうけ、11月から販売開始、待望の社会実装が実現しました。

　国内では3剤目、約9年ぶりとなる大学発のALS新薬は、大きなインパクト

を与えました。「ALSはいまだ根治できない病気ですが、既存薬に比べたら強

力なものができたという自負はあります。さらなる治療薬を創りたい」と話す和

泉先生。

　臨床神経科学分野（脳神経内科）では、ALSを軸に生理学や遺伝学、病

理学、画像、iPS細胞などからアプローチし、ひとつの疾患を様々な方法で研

究を行っているのが特長です。そうした取り組みが功を奏し、2024年10月に

行われた『日本人類遺伝学会』で最優秀ポスター賞をとる学生も現れました。

　学会では学生も参加しやすいよう、学生セッションを設けることが多いです

が、3年生の橘このかさんは、なんと一般部門で受賞！ 「今まで多くの患者さ

んがこの研究に協力してくれたり、大量のデータを集めるため、先生方も協力

してくださって、そのことが評価に繋がったと思う。多くの人に興味を持っても

らい、印象に残るような発表を行うため、ビジュアル・アブストラクト（研究内容

を要約し、イラストや図などで示した画像）も工夫しました」と話します。

　橘さんがテーマにしたのはジストニアに関わる遺伝子について。ジストニア

は難病で、ALS同様、まだ根本的な治療法のない病気です。「歌手なのに

歌が歌えなくなったり、急に指が動かなくなって、ピアノが弾けなくなるピアニ

ストなど、仕事で一番大事なところ、よく使うところが使えなくなったりする病

気です。頑張ってきた人たちが病気に苦しんでいることにすごく心が痛んで、

ジストニアいう病気の根治を目指したいと思い、日本で一番ジストニアの患

者が集まる徳島大学で研究をしています」。

　医学生の多くは根治できない難病への興味は薄い傾向にありますが、和

泉先生は「自分にリミッターをつけずに勉強すれば、社会人の研究者と遜色

なく成果を発揮できるチャンスもある。よりよい研究をして、優れた治療法を

見いだしてもらいたい」と学生たちへの希望を語りました。　

授業等での生成AI利用について
生成A Iは教育、研究面での効果的な活用が期待されていますが、利用にはリスクも伴います。
大学が定める生成AIの活用に関する基本方針や注意喚起を改めて確認しましょう。

● 注意喚起
・個人情報や機密情報を入力しない→ 入力した情報が流出する可能性が

あります。個人情報や、未公開の論文、研究内容等は入力しないように！

・著作権を侵害しない→ 生成A Iの出力は、他者の著作権を侵害している可

能性があります。生成A Iによる出力を安易に拡散しないように！

・信憑性に問題があることを理解する→ 生成AIの出力は必ずしも正確とは

限りません。情報が古い、矛盾がある、虚偽が含まれる場合があります。正しい知

識を得るには、信頼性の高い別の情報源をもとに確かめることが不可欠です。

・不正行為の道具とはしない→ 課題レポート等の答案に生成A Iの出力を

転載することは、不正行為に当たると認定されることがあります。主体的に考

え、自らの言葉で表現する力を培っていきましょう！

生成AIの利用について疑問が生じた場合は、教員等に確認するようにしてください。

基本
方針

・生成A Iを適切に活用します
・生成A Iの課題と注意事項を共有します

● 生成AIの活用場面
・講義内容の予習、復習→ 講義前後で疑問に感じたことや不明点を質問

し、理解度を深めることが期待できます。英語で書かれた情報を日本語に翻

訳・要約することも得意です。

・プログラミング→ 実行したい内容を「自然言語（書き言葉や話し言葉）」で入

力することで、プログラムを提供してくれます。プログラムの実行時に発生した

エラーについても問い合わせて対処策を教えてくれます。

基本方針については、社会状況や学内の意見等を踏まえながら継続して検討

を行い、必要に応じて見直し、生成A Iの適切な活用が図れるよう情報共有を

行います。

医学部  和泉 唯信（いずみ ゆいしん）研究室

和泉先生の後ろに飾られた野球選手の写真はALSのため、
38歳で亡くなったメジャーリーガー、ルー・ゲーリック。

『日本人類遺伝学会』で最優
秀ポスター賞をとった医学部医
学科3年の橘このかさん。「ま
さか受賞できるとは思っていな
かった」と、嬉しさよりも驚きが
大きかったそうです。
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学生の皆さんにお願い

生成AIを活用するための
基本方針について

生成AIの利用について
（注意喚起）

自分にリミッターをつけずに勉強すれば、
社会人の研究者と遜色なく成果を発揮できる


